
日向市のホームページで広報ひゅうがをご覧になれます。
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

■特集
あなたも子育て支援の輪に参加してみませんか？

ファミリーサポートセンター始動
■市政の動き

年に一度は健康チェック　９月１日は「防災の日」 など
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育
て
支
援
の
輪

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

10
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

少
子
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に
と
も
な

う
家
族
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

子
育
て
中
の
親
は
、
子
育
て
や
育
児
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手
や
仲
間
が

身
近
に
い
な
い
な
ど
、
子
育
て
へ
の
不
安

や
精
神
的
負
担
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
の
開
設
、
保
育
所
で

の
一
時
保
育
な
ど
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支

援
し
、
ま
た
専
業
主
婦
な
ど
が
ゆ
と
り
を

持
っ
て
子
育
て
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
地

域
で
子
育
て
を
支
援
す
る
「
日
向
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も

遊
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
し
ま
す
。

日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
っ
て
？　

　

日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
会
員
同
士
が
お
互
い
に
助
け
た
り
助

け
ら
れ
た
り
し
て
、
子
育
て
の
相
互
援
助

活
動
を
行
う
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

地
域
の
人
が
子
育
て
中
の
家
庭
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
の
し

く
み
は
、
多
く
の
人
の
登
録
が
活
動
充
実

の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
冠
婚
葬
祭
、
残
業
な
ど
で
少

し
の
間
だ
け
子
ど
も
を
預
け
た
い
と
き
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

に
連
絡
を
す
る
と
、
希
望
の
時
間
帯
に
預

か
り
可
能
な
会
員
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　

紹
介
は
無
料
で
す
が
、
預
け
先
の
会
員

に
利
用
料
金（
報
酬
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
務
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

あなたも子育て支援の輪に参加してみませんか？

子

つどいの広場 たんぽぽきっず
日向ファミリーサポートセンター
☎ /　　　54ー1635
時間　火～金　9:00～ 17:00

｜ＮＰＯ法人こども遊センター会
員
に
な
る
に
は
？

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
入

会
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
印

鑑
を
持
参
し
来
て
い
た
だ
く
と
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

　

会
員
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

お
た
す
け
会
員

　

市
内
在
住
で
子
育
て
の
手
助
け
が
で
き

る
熱
意
の
あ
る
20
歳
以
上
の
人
（
資
格
や

経
験
、
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

※
次
４
ペ
ー
ジ
の
お
た
す
け
会
員
養
成
講

座
を
受
講
し
子
育
て
に
関
す
る
知
識
を
学

ん
だ
後
、
会
員
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

お
ね
が
い
会
員

　

市
内
在
住
で
０
歳
～
小
学
生
ま
で
の
子

ど
も
が
い
る
人
（
登
録
は
無
料
で
す
）

両
方
会
員

　

お
た
す
け
会
員
と
お
ね
が
い
会
員
の
両

方
を
兼
ね
ら
れ
る
人

ど
ん
な
と
き
に
援
助
し
て

も
ら
え
る
の
？

・
残
業
な
ど
で
保
育
所
や
幼
稚
園
、
児
童
ク
ラ

ブ
へ
お
迎
え
に
行
け
な
い
。

・
病
院
へ
行
く
間
、
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
ほ
し
い
。

・
美
容
院
や
買
い
物
に
行
く
間
、
子
ど
も
を
預

か
っ
て
ほ
し
い
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
紹

介
で
き
る
会
員
は
、
子
ど
も
へ
の
急
な
対

応
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
、
軽
易
で

短
期
的
、
補
助
的
な
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
、
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
の
開
始
前
や
終
了
後

・
保
護
者
が
急
用
の
場
合

・
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
育
児
疲
れ
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
と
き

※
子
ど
も
が
、
病
気
の
時
や
、
宿
泊
を
伴

う
預
か
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
預
か
る
場
所

は
原
則
と
し
て
お
た
す
け
会
員
の
自
宅
で

す
が
、
お
互
い
に
協
議
し
て
決
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

援
助
開
始
の
た
め
の
手
続
き
は
？

　

※
上
、
イ
メ
ー
ジ
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。

①
お
ね
が
い
会
員
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
連
絡
し

ま
す
。

②
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
お
ね
が
い
会
員
に

お
た
す
け
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

③
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
済
ま
せ
、
援
助
活

動
を
始
め
ま
す
。

④
援
助
の
終
了
後
、
お
た
す
け
会
員
は
お

ね
が
い
会
員
か
ら
報
酬
を
も
ら
い
ま
す
。

１
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金

（
報
酬
）
は
い
く
ら
く
ら
い
？

●
一
般
サ
ポ
ー
ト
活
動　

５
０
０
円

　
（
土
日
、
祝
日
、
６
０
０
円
）

●
送
迎
保
育
を
伴
う
サ
ポ
ー
ト
活
動

　

６
０
０
円
（
土
日
、
祝
日
、
７
０
０
円
）

屋根のついた公園みたいに、いつでもだれでも気
軽に集いあえる場所−。ＪＲ日向市駅西口に

ある日向商工会館１階で、ＮＰＯ法人こども遊セン
ターは、「つどいの広場 たんぽぽきっず」を開いてい
ます。また、小・中学生を対象にいろいろな体験活動
やまちのイベントに参加し子どもたちの社会参画をサ
ポート。
　私たちは、すべての人が一人ひとり大切にされるま
ちづくりを目指しています。

日向ファミリーサポートセンターのシステム

ファミリーサポートセンター

はいわかりました
○○さんに連絡を
とりましょう

明日、残業なので
子どもを保育所へ
迎えに行って
欲しいのですが

○○さん、明日の夕方、
△△さんのお子さんを
保育所まで迎えに行っ
ていただけませんか

はい、いいですよ！

おねがい会員 おたすけ会員

援助依頼
申し込み

❶ ❷

❸

援助活動
の打診

事前打合せ・
活動終了後、
報酬の受け渡し
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申込み・問い合わせ

（ＮＰＯ法人こども遊センター内）

☎ /　　　
54ー1635

受付時間
火～金
9:00～ 17:00

　883-0044
日向市上町3-15
日向商工会館１階

おたすけ会員養成講座
◎と　き　　９月 19 日（水）～ 28 日（金）（３日間）
◎ところ　　日向商工会館　１階　市民交流プラザ
◎対　象　　市内在住で、自宅などで子どもを預かることが
　　　　　　できる 20 歳以上の人（資格、経験、男女不問）
◎募集定員　50 人（応募者多数の場合は先着順）
◎応募方法　電話またはＦＡＸで、日向ファミリーサポート

　　　　　　　　センターまで申し込みください。
◎締め切り　９月 14 日（金）

八街区

十街区

13街区

西
口

日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
商
工
会
館
１
階
）

★

日
向
市
駅

JR

育児サークル「つくしんぼ」
　赤ちゃんから入
園前までの子ども
を対象に、親子で
楽しく、基本的に
自由参加で、みん
なと協力し合って
進めていくサーク
ルです。
　お母さんたちも子どもたちも楽しんで、たくさん
友だちをつくりましょう ! 

日　時	 毎週金曜日　午前 10:30 〜 11:30
	 ( 春休み・夏休み・冬休みあり ) 
場　所	 日知屋児童センター（日知屋公民館横）
年会費	 子ども一人につき 100 円
※自由に見学できます。気軽に参加ください。

●問い合わせ	 育児サークル「つくしんぼ」
		  柏田（☎５６−０３４３）

みんな同じ子育て中！
育児サークルで息抜きしませんか？

集団健（検）診は、事前に申し込みが必要です。

年に一度は健康チェック
皆さんの健康管理に役立ててもらおうと、市ではさまざまな支援や環境づくりを行っています。
毎年行っている基本健康診査や各種がん検診もその一つです。積極的に受診し、早期発見・早期治療
に役立てましょう。
※申込み後、詳しい日程などを通知します。
予定人数に達し次第締め切ります。ご了承ください。

■基本健康診査（９月～１２月）

基本健康診査

◎料金　19 歳以上＝ 1,300 円、40 歳以上
＝ 1,500 円、70 歳以上＝無料、40 ～ 69
歳の非課税世帯、生活保護世帯の人は無料

（証明書が必要）
◎内容　問診・身体計測・血圧測定・検尿・
血液検査・内科診察・心電図（40 ～ 65 歳
のみ）※年齢により内容が異なります。

前立腺がん検診
（男性）

◎料金　50 歳以上＝ 400 円
　　　　70 歳以上＝ 200 円
◎内容　問診・採血による PSA 検査
　　　※基本健診とセット検診です。

日　　程
受付時間

会　　場

午前８時～９時 午後１時～２時

9月 6日（木） 細島公民館 日向市漁協（細島）

9月 7日（金） 南日向コミュニティ
センター

美々津
老人福祉センタ－

10月 9日（火） 農村婦人の家 比良コミュニティ
センター

10月14日（日） 市健康管理センター

11月21日（水） 日向保健所 大王谷コミュニティ
センター

11月22日（木） 切島山２区公民館 松原公民館

12月 9日（日） 日知屋公民館

※日曜健診の午前は、胃がん検診も実施。ただし、10 月 14
日の胃がん検診は、基本健診を受診する人に限ります。

■「子宮がん」集団検診 (９月～ 11月 )
◎対象　２０歳以上（２年に１回の受診です）

◎料金　20 ～ 69 歳＝ 600 円、70 歳以上＝ 300 円
　　　　生活保護世帯の人は無料（証明書が必要）

◎内容　子宮頚部の細胞採取による検査

日　　程
受付時間

会　場　
午前９時～１０時 午後１時～２時

9月 11日（火） 坪谷「ふるさとの家」東郷西公民館

9月 19日（水） やすらぎ館 寺迫区公民館

10月 2日（火） 松原公民館 往還公民館

10月 3日（水） 日向保健所

10月 4日（木） 日知屋公民館 堀一方公民館

10月 5日（金） 市健康管理センター 細島支所

11月 1日（木） 南日向コミュニティ
センター

美々津
老人福祉センター

11月 2日（金） 農村婦人の家 市健康管理センター

■「胃がん」集団検診（９月～１０月）
◎対象　30 歳以上

◎料金　30 ～ 69 歳＝ 800 円、７０歳以上＝ 400 円
　　　　生活保護世帯の人は無料（証明書が必要）
◎内容　バリウムを飲む胃部レントゲン検査

◎受付時間　午前７時３０分～９時３０分

日　　程 会　　場

9月 11日（火） 高松公民館
9月 12日（水） 美々津老人福祉センタ－
9月 13日（木） 南日向コミュニティセンター
9月 14日（金） 農村婦人の家
9月 19日（水） 本谷公民館
9月 20日（木） 亀崎東公民館
9月 21日（金） 曽根公民館
9月 25日（火） 細島支所
9月 26日（水） 庄手公民館
9月 27日（木） 堀一方公民館
9月 28日（金） 堀一方公民館
10月 2日（火） 松原公民館
10月 3日（水） 日向保健所
10月 4日（木） 日知屋公民館
10月 5日（金） 市健康管理センター
10月 9日（火） 往還公民館
10月10日（水） 比良コミュニティセンター
注意事項　当日、検査終了まで、飲食、喫煙はできません。
バリウムによるアレルギーがある人は受診できません。

■ ｢乳がん」集団検診
◎対象　40 歳～ 69 歳（２年に１回の受診です）

◎料金　1,600 円

◎内容　マンモグラフィーと超音波検査

◎実施時期　11 月 16 日～ 12 月 13 日までに実施予定　
　　　　　　※ 70 歳以上は個別検診のみ実施　

■ ｢大腸がん」集団検診
◎対象　30 歳以上

◎料金　30 歳以上＝ 400 円、　70 歳以上＝ 300 円

◎内容　2 日間の採便検査（便は冷暗所で保管ください）

◎実施時期など
※大腸がん検診については、各区の健康づくり推進員など
を通じて申込みを受け付けます。秋から冬にかけて実施予
定（東郷地区以外）

■申込み・問い合わせ
　健康づくり課健康増進係（☎内線 2182）

あなたも子育て支援の輪に参加してみませんか？

◎おたすけ会員養成講座内容

日  時 時  間 内   容 講師など

◎１日目

9月 19日（水）

9:45〜  10:00
10:00 〜 12:00

開講式
子ども、親とのコミュニケーション

辰身信子
NPO 法人人間関係アプローチ
宮崎きらきら代表理事

13:00 〜 14:00
14:10 〜 15:40

こども遊センターの子育て支援について
ファミリーサポートセンターの目的としくみ
子どもの事故防止と応急処置

こども遊センター
日向消防署

◎２日目

9月 20日（木）

10:00 〜 12:00 子どもと遊ぶこと（絵本と手遊び） 日向絵本の会

13:00 〜 14:30 子どもの心とからだの発達 片桐恵子
（日向市福祉課 保育士）

◎保育実習
9 月 25 日～ 28 日
の間の１日

原則
8:30 〜 16:00

市内保育園（所）にて１日間の実習
子どもを預かることの心構え、親の立場 市内保育園（所）

会員
募集

invitation

おねがい会員登録説明会
◎と　き　　９月 26 日（水）　10:00 ～ 11:30
◎ところ　　日向商工会館　１階　市民交流プラザ
◎対　象　　市内在住で０歳から小学生の子どもがいる人
◎定　員　　25 人（応募者多数の場合は先着順）
◎内　容　　センターの目的としくみの説明、質疑応答など
◎申込方法　電話またはＦＡＸで、日向ファミリーサポート
　　　　　　センターまで申し込みください。
◎締め切り　９月 21 日（金）

登録は無料

受講無料

明日、残業なので
子どもを保育所へ
迎えに行って
欲しいのですが

おねがい会員

はい、いいですよ！

おたすけ会員

日向ファミリーサポートセンター
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元
気
で
活
力
あ
る
日
向
の
再
生
を
目
指
し
て

ー

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
応
募
し
ま
す

　
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

は
、
総
務
省
が
平
成
19
年
度
か
ら
開
始
し

た
施
策
で
、
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り
組
む
地
方

公
共
団
体
に
対
し
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。

日
向
市
の
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
で
は
、「
元
気
で
活
力
あ
る
日
向
の

再
生
」
を
目
指
し
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
次
の
４
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
み
ん
な
で
育
む

　

”
ひ
ゅ
う
が
っ
子“
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
向
市
の
次
代
を
担
う
”
ひ
ゅ
う
が
っ

子“
を
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど
が
、「
子

ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
い
う
共
通
の
意
識

を
持
ち
、
連
携
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体
で
守
り
育

て
ま
す
。

●
日
向
市
企
業
立
地
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
た
め
に
、
重
要

港
湾
「
細
島
港
」
や
開
通
を
間
近
に
控
え

る
「
東
九
州
自
動
車
道
」
な
ど
、
本
市
の

持
つ
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
戦
略

的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
”
牧
水
の
ふ
る
さ
と“

　
　

観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
民
的
歌
人
「
若
山
牧
水
」
の
文
化

遺
産
の
保
護
継
承
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
牧
水
を
は
じ
め
と
し
た
本
市
特
有

の
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

●
”
優
し
い“
人
と
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安
全
で

安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

　

市
で
は
市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
㈱
発
行
の
高
齢
者
用
バ

ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
購
入
費
の
半
額

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

悠
々
パ
ス
の
有
効
期
限
は
最
長
で
６
か

月
で
す
。
３
月
に
補
助
券
の
交
付
を
受
け
、

悠
々
パ
ス
を
半
額
で
購
入
し
た
人
で
、
引

き
続
き
悠
々
パ
ス
を
購
入
し
利
用
し
た
い

人
は
、
９
月
に
新
た
に
補
助
券
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
券
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
下

記
日
時
に
担
当
職
員
が
出
向
き
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
会
場
に
来
場
い
た
だ
き
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
の
際
、
必
要
な
も
の

　

①
さ
わ
や
か
70
証
明
書　

②
印
鑑

　

③
「
悠
々
パ
ス
」　

現
在
持
つ
人
の
み

※
下
記
の
日
時
に
来
場
で
き
な
い
場
合

は
、
こ
の
日
程
の
時
間
以
外
に
市
役
所
高

齢
者
あ
ん
し
ん
課
窓
口
で
補
助
券
を
交
付

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
☎
内
線
２
１
６
８
）

進
す
る
た
め
に
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

が
う
ま
く
融
合
し
た
体
制
の
構
築
を
図

り
ま
す
。

　　

詳
し
い
計
画
内
容
な
ど
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
の
情
報
公
開
メ

ニ
ュ
ー
→
計
画
方
針
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
調
整
係

（
☎
内
線
２
２
１
４
）

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

ー

市
は
自
主
防
災
組
織
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

　

今
か
ら
84
年
前
、
大
正
12
年
の
９
月
１

日
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
訓
を
い
か
そ
う
と
昭
和
35
年
に

こ
の
日
を
「
防
災
の
日
」
と
し
て
制
定
。

　

今
年
は
、
東
郷
地
区
小
野
田
、
福
瀬
地

区
で
水
害
を
想
定
し
た
避
難
や
炊
き
出
し

な
ど
を
行
う
防
災
訓
練
が
９
月
２
日（
日
）

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
道
路
の

寸
断
や
渋
滞
、
通
信
手
段
の
混
乱
な
ど
か

ら
、
発
生
直
後
の
市
役
所
や
防
災
関
係
機

関
の
活
動
は
十
分
機
能
し
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
頼
り
に
な
る
の
が
自
治
会

の
住
民
で
組
織
す
る
「
自
主
防
災
組
織
」。

市
内
で
は
平
成
18
年
度
末
現
在
、
60
の
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
、
４
月
以
降
、

新
た
に
財
光
寺
切
島
山
２
区
、
奥
野
区
に

自
主
防
災
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
普
段

か
ら
自
治
会
な
ど
の
集
ま
り
を
利
用
し
て

防
災
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
い
、
そ
の
活

動
を
と
お
し
て
、
住
民
相
互
の
連
帯
感
と

防
災
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
近
道
で
す
。

市政の動き

●
石
並
区
へ
防
災
備
品
を
配
備

　

市
は
今
回
、
昭
和
63
年
結
成
の
石
並
区

自
主
防
災
会
へ
、
投
光
器
や
発
電
機
な
ど

防
災
備
品
12
品
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
備
品
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
収
益
金
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
配
備
し
た
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
13
の
地
区
に
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
番
大
切
な
こ
と
は

ー

差
別
の
問
題
を
家
族
で
学
習
で
き
る
こ
と

　
「
差
別
の
現
実
に
深
く
学
び
、
部
落
問

題
を
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
」
を
大
会
テ

ー
マ
に
第
25
回
日
向
市
「
同
和
」
教
育
研

究
大
会
が
８
月
10
日
、
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
県
内
外
の
教
職
員
を
は
じ

め
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
一
般
市
民
や
市
職
員
な
ど
約

８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
の
記
念
講
演
で
は
森
山
英
治
さ

ん（
熊
本
県
植
木
町
立
五
霊
中
学
校
教
諭
）

が
「
親
や
子
ど
も
の
思
い
・
願
い
に
近
づ

く
こ
と
か
ら
」
と
題
し
、
教
職
に
就
い
て

か
ら
20
年
間
の
自
ら
の
経
験
や
活
動
、
実

践
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

森
山
さ
ん
は
講
演
の
中
で
、「
人
権
教

育
は
差
別
の
現
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一
番
大
切
な
こ
と
は

家
や
家
族
で
学
習
で
き
る
こ
と
。
ま
ず
事

実
に
向
き
合
っ
て
語
り
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
実
践
を
通
し
て
、
よ
う
や
く
人
の

温
か
さ
、
そ
の
確
か
さ
に
出
会
っ
た
気
が

し
ま
す
。
人
権
教
育
は
、
ま
ず
自
分
が
変

わ
る
教
育
で
す
」
と
約
２
時
間
に
わ
た
り

人
権
教
育
の
大
切
さ
を
参
加
者
に
語
り
か

け
ま
し
た
。

　

講
演
後
、「
就
学
前
教
育
」「
子
ど
も
と

人
権
」「
部
落
問
題
学
習
」「
社
会
教
育
・

啓
発
活
動
」「
基
礎
講
座
」
の
５
つ
の
分

科
会
が
開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
報

告
。
共
に
考
え
、
共
に
解
決
を
目
指
そ
う

と
、
参
加
者
の
連
携
と
交
流
が
深
ま
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

●悠々パス更新（補助券交付）日程表

月日 時　間 場　所 対象地区

９
月
20
日
（
木
）

午前9時30分

～

午前10時

塩見
農村婦人の家

中村、新財市、塩見ヶ
丘、奥野、永田、千束
口、権現原

午前11時

～

午前11時30分

財光寺南
まちづくり
事務所

山下、比良、川路、往
還、松原、切島山１区、
切島山２区、長江、秋
山、向洋台、沖町

午後1時30分

～

午後２時
細島公民館

堀一方、曽根、幡浦、
清正、吉野川、地蔵、
八坂、庄手向、八幡、
高々谷、伊勢、宮の上

９
月
21
日
（
金
）

午前9時30分

～

午前10時30分

美々津
老人福祉
センター

立縫、新町、石並、駅
通り、落鹿、高松、寺
迫区（全区）、宮の下、
別府、余瀬、田の原

午後1時30分

～

午後2時30分

南日向
コミュニティ
センター

美砂、曙、本宮、笹野東、
笹野中、笹野西、金ヶ
浜、籾木、鵜毛、秋留

午後3時30分

～

午後4時30分
幸脇公民館 遠見、幸脇、飯谷

悠
々
パ
ス
の
有
効
期
限
は
最
長
で
半
年

切
り
替
え
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

※
東
郷
地
区
は
、
や
す
ら
ぎ
館
で
随
時

　

更
新
手
続
を
し
て
い
ま
す
。



��

■青少年ホームの教養講座
　19年度後期教養講座の受講生募集
　ホームの教養講座は、働く青少年が余暇活動の中で

教養や知識を身につけ、お互いの親睦を深め、豊かな

人間性を育てることを目的に開いています。

　平成 19 年度後期講座（平成 19 年 10 月～平成 20

年 3 月）の受講生を次のとおり募集します。

●講座内容　※開講期間は全コースともに６か月間です。

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線 2132）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

年金額を増やす方法には、付加保険料を納
める方法と国民年金基金に加入する方法
があります。付加保険料は、定額保険料
に 400 円上乗せして納めると、65 歳から

（200 円×付加保険料納付月数）が老齢基
礎年金に加算される制度です。国民年金基
金に加入する方法は定額保険料とは別に年
齢、男女別、給付の型と口数によって決め
られた掛金を納付することにより６５歳か
ら老齢基礎年金に上乗せして年金を保障す
る制度です。付加保険料を納付している人
は加入できません。詳しい内容は、宮崎県
国民年金基金（☎ 0985 ｰ 25 ｰ 0090）へ
問い合わせください。

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線 2133）

アイ・ラブ・グランパ
グレゴリー・Ｅ . ラング、ミーガン・ラング／文・写真
村松ひろこ／訳
学習研究社

々な年代や生
い立ちのおじ
いちゃんとお

孫さんの写真ととも
に「おじいちゃんを
愛している理由」を
９９番目まで記した
本。１００番目は、
自分で…。おばあち
ゃんバージョンの

『アイ・ラブ・グラ
ンマ』もあります。

おばあちゃんすごい！
中川ひろたか／文　村上康成／絵
童心社

ろたかなりっ
ていう子ども
を探して園に

やって来たおばあち
ゃん。けん玉、お手
玉、折り紙、あやと
り、何でも上手なお
ばあちゃんは、みん
なと一緒にお散歩に
も行きました。そこ
に園長先生がやって
きて…。

ひ

絵本の中のおいしいスープ
東條真千子／著
インフォレスト

河鉄道の夜や
クマのプーさ
ん、 ぐ り と ぐ

らなど、子どもの頃
に親しんだ絵本に登
場したスープのレシ
ピをご紹介。かぼち
ゃやポテト、肉だん
ごなど、子どもと一
緒に読んで、作って、
食べたいスープが満
載です。

銀

ふわふわなあに
浅川真紀／構成・文
福音館書店

らりと姿をみ
せるふわふわ
の正体は ? 「ふ

わふわ」をキーワー
ドに、いろいろな時
代や国の画家たちが
描いた絵をあつめま
した。いろんなふわ
ふわをじっくり眺め
て、絵の中のふわふ
わの感触を目で感じ
取ってみましょう。

ち

■ 新 し く 入 っ た 本 ■
◎川田龍平いのちを語る
 （川田龍平／明石書店）

◎旅の「大ピンチ」！
 （旅のピンチ研究会／山海堂）

◎レミーのおいしいレストラン
 （キティ・リチャーズ／偕成社）   ほか

乳幼児 /午前 10時 30分～ 11時
６日　１３日　２０日　２７日

幼児 /午後 3時 30分～ 4時
５日　１２日　１９日　２６日

小学生 /午前 11時～ 11時 30分
８日　１５日　２２日　２９日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■９月のおはなし会■

　

第
35
回
日
向
市
学
校
保
健
大
会
が
７
月

28
日
、
日
向
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
「
健
康
で
安
全
な
生
活
を
自
ら
創
造
し
、

実
践
す
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
～
望
ま
し

い
生
活
習
慣
の
育
成
を
目
指
し
て
」
を
大

会
テ
ー
マ
に
、「
食
を
考
え
る
～
子
ど
も

が
元
気
に
な
る
た
め
に
」
と
題
し
て
長
崎

県
の
「
大
地
と
い
の
ち
の
会
」
中
尾
慶
子

先
生
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
小
児

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
に
つ
い
て
も
、
小

児
生
活
習
慣
病
対
策
委
員
長
の
中
村
恒
雄

先
生
か
ら
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

「
食
を
考
え
る
」
中
尾
先
生
の
講
演
か
ら

●
現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
と
し
て

環
境
ホ
ル
モ
ン
使
用
や
食
品
添
加
物
に
よ

る
人
体
へ
の
害
の
危
惧

①
子
ど
も
た
ち
の
３
分
の
１
が
35
℃
台
の

低
体
温
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
体
温

が
低
い
と
脳
の
働
き
も
鈍
り
心
の
活
性
も

悪
く
な
り
小
児
慢
性
疲
労
症
候
群
を
増
長

し
て
し
ま
う
こ
と
。

　

ま
た
、
免
疫
力
の
低
下
や
ア
ト
ピ
ー
ア

レ
ル
ギ
ー
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
と

し
て
、
生
活
習
慣
、
冷
暖
房
の
過
剰
利
用
、

旬
を
知
ら
な
い
食
生
活
、
土
や
食
物
へ
の

感
謝
の
心
を
忘
れ
た
現
代
生
活
が
考
え
ら

れ
、
心
と
身
体
は
常
に
密
接
な
関
係
に
あ

る
こ
と
。

●
身
近
な
解
決
の
糸
口
と
し
て

①
全
て
の
人
が
毎
日
出
す
「
生
ゴ
ミ
」
を

使
う
と
、
素
晴
ら
し
く
美
味
し
い
野
菜
が

出
来
る
。
こ
の
活
動
は
、
楽
し
く
て
美
味

し
く
て
環
境
に
良
く
て
健
康
に
な
れ
る
。

　

土
が
良
け
れ
ば
、
ス
ク
ス
ク
育
ち
農
薬

も
い
ら
な
い
元
気
野
菜
。
じ
つ
は
子
育
て

も
同
じ
で
人
間
も
土
作
り（
身
体
づ
く
り
）

が
土
台
、
健
康
な
体
を
し
っ
か
り
と
つ
く

っ
て
お
け
ば
、
子
ど
も
は
自
分
で
夢
を
見

つ
け
、
力
強
く
生
き
て
い
く
。

②
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ

−

１
５
７
に
よ
る
食

中
毒
後
の
追
跡
調
査
で
、
重
症
だ
っ
た
子

ど
も
は
、「
超
清
潔
志
向
」
に
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
だ
っ
た
。「
毎
日
、
１
時
間
以

上
外
遊
び
を
す
る
子
」「
毎
日
、
多
種
類

の
野
菜
を
食
べ
る
子
、
納
豆
、
ぬ
か
漬

け
、
梅
干
し
な
ど
の
発
酵
品
を
食
べ
て
い

る
子
」
な
ど
の
発
症
率
は
低
か
っ
た
。

「
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

　

中
村
先
生
の
報
告
か
ら

　

平
成
15
年
よ
り
小
学
４
年
、
中
学
１
年

生
を
対
象
に
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

を
５
年
間
実
施
し
て
き
た
な
か
で
、
早
い

時
期
か
ら
の
予
防
の
必
要
性
が
は
っ
き
り

し
て
き
た
。
要
医
療
・
要
経
過
観
察
の
対

象
者
が
３
年
後
の
追
跡
調
査
で
徐
々
に
改

善
し
、
児
童
生
徒
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

食
生
活
、
運
動
、
日
常
の
生
活
習
慣
な

ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
正
し
い

健
康
教
育
の
重
要
性
と
事
後
指
導
と
し
て

の
継
続
管
理
の
必
要
性
も
再
認
識
し
た
大

会
で
し
た
。

　
　

報
告
者　

学
校
教
育
課
保
健
係

	

　
　
　
（
☎
内
線
２
４
２
５
）

学
校
保
健

☎
54
︱
１
９
１
９

■ ９ 月 の 休 館 日 ■
１日　３日　１０日
１７日　２４日

様

■９月・10月の上映会■
～プログラム～

●９月９日（日）
１０:３０～　　　　　　　　

　一休さん・髪長姫
　かんすけさんとふしぎな自転車
１４:３０～　　　　　　　　

　あらいぐまラスカル
●１０月１４日（日）
１０:３０～　　　　　　　　
三枚のお札　そこつ惣兵衛

　どんぐりと山猫
１４:３０～　　　　　　　　

　北かぜとおひさま
　木こりと金のおの
　こぎつねポンとこだぬきポン

■
第
35
回
学
校
保
健
大
会

　

参
加
レ
ポ
ー
ト

Q. 私は国民年金に加入していますが、将
来の年金額を少しでも増やしたいと考
えています。何か良い方法はないでし
ょうか？

請求できません。戸籍（除籍・改製原）謄
抄本、身分証明書、戸籍の附票などは本籍
のある市区町村に請求することになりま
す。本籍が市外にある場合は、郵便で請求
する事もできます。請求方法は申請書（市
区町村役場にあります）及び手数料（郵便
局発行の定額小為替）、切手を貼った返信
用封筒を同封し郵送することになります。
市区町村により手数料が異なる場合があり
ますので、事前に問い合わせたほうがよい
でしょう。本籍が日向市の場合は、市民課、
細島支所、岩脇支所、美々津支所、東郷町
地域自治センターで請求できます。

戸籍謄本はどこの市区町村でも請求
できますか？

A.

Q.

A.

今月の年金巡回相談
●とき　　9月 26日（水）
　　　　　午前 10 時から午後 3 時まで
●ところ　青少年ホーム　１階会議室

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
　営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

講座名 曜日 定員 時間／経費

生け花教室
（池坊）

月曜日 35 人
午後６時 30 分～９時
材料代（１回 600 円程度）

英会話教室
( 初級・中級 )

月曜日 20 人 午後７時～９時

ゴルフ教室 火曜日 20 人
午後７時～９時
ボール代個人負担

料理教室 火曜日 35 人
午後６時 30 分～９時
材料代（１回 500 円程度）

茶道教室 火曜日 20 人
午後６時 30 分～９時
菓子代 (1 か月 500 円程度 )

着付教室 水曜日 20 人
午後６時 30 分～９時
着物類は個人で準備

生け花教室
（小原）

水曜日 35 人
午後６時 30 分～９時
材料代（１回 600 円程度）

バドミントン
教室

水曜日 50 人
午後７時～９時 30 分
羽根代 ( ラケットは個人 )

陶芸教室
第 2 ･ 4
木曜日

30 人
午後７時～９時
材料代（１回 700 円程度）

パソコン教室 木曜日 10 人
午後６時 30 分～９時
フロッピー代など個人負担

テニス教室 木曜日 30 人
午後７時～９時 30 分
ボール代 ( ラケットは個人 )

●開講式　10 月 5 日 ( 金 ) 午後 7 時　勤労青少年ホーム

●受講料　無料（ただし、材料代などは自己負担）

●応募資格　市内に居住または勤務する勤労青少年

で、年齢が 35 歳未満の人（職業訓練生、求職中の人、

家内労働者を含む）

●応募方法　9 月 3 日（月）から 9 月 21 日（金）までに、

ホーム利用証交付申請書に傷害保険料５００円（但し、

前期から継続の人は３００円）と後期友の会費５００

円（６か月分）を添えてホ―ムに申し込んでください

（定員になり次第、締め切ります）。申請書は、ホーム

１階事務室にあります。

●応募・問い合わせ　日向市勤労青少年ホーム

　昼間☎ 52-2111（内線 2811）、夜間☎ 52-2115
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職
場

の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し

た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
︵
☎
内
線
２
２
３
５
︶
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り

に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

やっぱり日向がいいですね
今春、( 株 ) コスモス薬品に入社、希望した日向
店に配属されました。会社の人たちもとてもやさ
しくてくれますが、甘えることなく同じ失敗は繰
り返さないよう心がけています。青森で４年間、
大学生活を送りましたが、帰ってきてつくづく思
います。やっぱりふるさとは住み心地がいいな。

江藤　侑
ゆ き

紀 さん（22 歳：日知屋）

新ひょっとこグッズ好評でした
( 株 ) 創英開発で働いています。２度目のひょっ
とこ祭り実行委員、新商品の企画や販売などを担
当する部会に所属しています。当日の売れ行きも
好調でほっとしました。いろいろな想いで委員や
ボランティアとして集結した仲間たちと、来年も
また心を一つにして、熱く盛り上がりたいですね。

黒木　靖
やすたか

髙 さん（25 歳：庄手）

本当に楽しかった。
テンテコテン♪

2007 ひょっとこ夏祭り「じぇっとこ連」で参加したよ！

　

テ
ン
テ
コ
テ
ン
♪
テ
ン
テ

コ
テ
ン
♪
太
鼓
や
笛
の
音
、

い
き
な
り
ス
テ
ー
ジ
に
赤
い

衣
装
を
着
た
、
滑こ

っ
け
い稽
な
面
を

つ
け
て
い
る
集
団
が
今
ま
で

見
た
こ
と
の
な
い
踊
り
を
踊

り
だ
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に

も
面
白
す
ぎ
て
、
観
客
と
一

緒
に
爆
笑
。
そ
れ
が
私
が
日

向
に
来
て
３
日
目
の
出
来
事

で
私
に
と
っ
て
最
高
の
歓
迎

会
で
し
た
。

　

そ
の
踊
り
と
出
会
っ
て
か

ら
１
年
後
、
２
度
目
の
ひ
ょ

っ
と
こ
夏
祭
り
を
観
客
と
し

て
楽
し
ん
で
い
る
と
、
黒
木

市
長
か
ら
「
グ
レ
イ
ス
。
ど

う
？ 

来
年
ひ
ょ
っ
と
こ
に
出

て
み
た
ら
？
」
と
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は｢

い

や
だ
。
恥
ず
か
し
い
！｣

と

思
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

「
お
面
を
付
け
て
な
ら
誰
か

分
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
な

�
？
」
と
思
い
始
め
、
気
が

つ
い
た
ら
、
次
の
ひ
ょ
っ
と

こ
祭
り
に
向
け
チ
ー
ム
作
り

に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
県
内
の
国
際

交
流
員
や
英
語
指
導
助
手
の

友
だ
ち
に
声
を
か
け
、「
じ

�
っ
と
こ
連
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
私
た
ち
は
「
Ｊジ
ェ
ッ
ト

Ｅ
Ｔ
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
で

来
日
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ

と「
ひ
ょ
っ
と
こ
」を
混
ぜ
て
、

｢

じ
�
っ
と
こ
連｣

と
命
名

し
た
訳
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
カ
ナ
ダ
出
身

の
ヒ
ル
ダ
、
ア
メ
リ
カ
出
身

の
コ
ー
リ
ー
、
ア
シ
ュ
リ
、

メ
リ
ッ
サ
、
セ
ス
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
出
身
の
ロ
ス
、
リ
チ

�
ー
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

ス
ユ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

出
身
の
リ
ス
、
そ
し
て
Ｎ
Ｚ

出
身
の
私
、
11
人
。
み
ん
な

祭
り
に
参
加
す
る
の
を
す
ご

く
楽
し
み
に
、
踊
り
の
練
習

合
宿
も
、
汗
だ
く
に
な
り
一

生
懸
命
踊
り
ま
く
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
番
の
夜
、
み
ん

な
思
う
存
分
ひ
ょ
っ
と
こ
祭

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う 

^o^
◎応募締切　９月 21 日（金）　◎定員 20 人
楽しい英会話教室　参加者募集してます。

●と　き　10 月３日～ 11 月 1� 日（毎週水曜日 : 全７回）
　　　　　午後 6 時 �0 分～ 8 時まで
●ところ　中央公民館　●講師　国際交流員 グレイス・ワン
●申込・問い合わせ　市民協働課（☎内線 �8��）

このまちの人たち ー ボイス

松
永
麻あ

さ
み美

さ
ん
、
19
歳

 
︵
大
王
町
、
写
真
右
↑
︶

 
﹁
市
民
の
代
表
と
し
て
、
日
向
観
光

の
魅
力
を
ア
ピ
�
ル
す
る
大
役
に
、

気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
き
っ
か

け
は
勤
め
先
、
南
日
本
ハ
ム
︵
株
︶

か
ら
の
推
薦
で
す
。
最
近
、
な
に
か

と
話
題
性
の
あ
る
宮
崎
県
で
す
が
、

そ
の
勢
い
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
日
向
の
き
れ
い
な
海
が

大
好
き
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
波

に
洗
わ
れ
る
美
し
い
伊
勢
�
浜
に
お

倉
�
浜
、
荒
々
し
く
そ
そ
り
立
つ
断

崖
の
馬
が
背
。
ほ
か
に
も
、
ま
だ
ま

だ
美
し
い
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い

た
い
で
す
﹂

＊ 
 

＊

 

市
の
花
ひ
ま
わ
り
を
イ
メ
�
ジ
し

た
真
新
し
い
コ
ス
チ
�
�
ム
に
袖そ

で

を

通
し
、
初う

い
う
い々

し
い
表
情
を
浮
か
べ
、

そ
う
二
人
は
話
し
た
。

 

そ
の
自
由
な
感
性
で
感
じ
取
っ
た

新
し
い
日
向
の
魅
力
を
、
多
く
の
人

に
明
る
く
元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

 

ひ
�
う
が
の
夏
の
日
差
し
を
、
た
っ

ぷ
り
と
浴
び
空
に
向
か
っ
て
真
っ
直

ぐ
伸
び
る
大
輪
の
向ひ

ま

わ

り

日
葵
。
そ
ん
な

笑
顔
の
新
ひ
ま
わ
り
レ
デ
�
の
活
動

は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

�
。

グレイス・ワン
ニュージーランド（ＮＺ）
から来た日向市国際交流員

私
た
ち
が
、
日
向
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

新
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ

Asami Matsunaga
　松永	麻美　AGe	19

Haruka Kuroki
　黒木	晴香　AGe	20

 

日
向
市
観
光
協
会
が
公
募
し
た
、

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
日
向
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
日
向
ひ
ま
わ
り
レ

デ
�
。
８
月
１
日
、
市
長
室
で
日
向

市
観
光
協
会
田
崎
登の

り
や
す保

会
長
が
﹁
若

い
感
覚
で
日
向
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ

い
﹂
と
新
し
い
ひ
ま
わ
り
レ
デ
�
の

二
人
に
委
嘱
状
を
手
渡
し
た
。

 

こ
の
二
人
に
、
今
の
想
い
、
こ
れ

か
ら
の
抱
負
を
聞
い
た

�
。

＊ 
 

＊

黒
木
晴は

る
か香

さ
ん
、
20
歳

 

︵
小
野
田
、
写
真
左
↑

︶

 
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
人
に
薦す

す

め
ら
れ

応
募
し
ま
し
た
。
普
段
は
宮
崎
の
短

大
に
通
っ
て
い
ま
す
。
私
は
若
山
牧

水
の
生
誕
地
東
郷
町
の
生
ま
れ
な
の

で
、
牧
水
を
育

は
ぐ
く

ん
だ
清
ら
か
で
豊
か

な
自
然
と
、
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
親
し
ん
で
き
た
そ
の
短
歌
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
。
ま
た
へ
べ
酢
や

マ
ン
ゴ
�
な
ど
の
特
産
品
を
県
内
だ

け
で
な
く
県
外
の
人
た
ち
に
も
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
合
併
後
の
新
し
い
日
向
市
の
こ

と
も
も
っ
と
勉
強
し
て
、
こ
の
一
年

間
で
ど
れ
だ
け
自
分
が
成
長
で
き
る

か
精
一
杯
頑
張
っ
て
み
ま
す
﹂
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■福瀬クラブ 九州大会へ

市
立
図
書
館
開
館
10
周
年
を
記
念
し

児
童
文
学
作
家
の
宮
川
ひ
ろ
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
７
月
�9
日
、
講
演
会
が

開
か
れ
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。
宮
川
さ
ん
は
「
こ
こ
ろ
に
響

く
読
書
の
力
」
を
演
題
に
戦
時
中
、

学
校
教
諭
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
疎

開
し
た
当
時
の
経
験
や
、
母
親
と
の

心
打
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
自

ら
の
創
作
活
動
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た

平
和
へ
の
願
い
や
、
家
族
愛
の
大
切

さ
を
参
加
者
へ
語
り
か
け
ま
し
た
。

■ルーツは平和への願い

台
風
５
号
の
影
響
に
よ
り
前
夜
祭
が

中
止
と
な
っ
た
第
��
回
日
向
ひ
ょ
っ

と
こ
夏
祭
り
（
実
行
委
員
長 
長
谷
川

実
利
）。
台
風
一
過
、
夏
祭
り
当
日
８

月
４
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
過
去
最
多

7�
団
体
約
１
５
０
０
人
の
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
愛
好
者
た
ち
が
全
国
か
ら
集

い
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー

ド
参
加
し
た
踊
り
手
は
そ
の
リ
ズ
ム

に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
を
披
露
し
、

沿
道
の
５
万
８
千
人
の
観
客
は
、
熱

い
日
向
の
夏
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

■ひょっとこ祭り 盛大に

恒
例
、
牧
水
の
里 

夏
祭
り

年
に
一
度
の
総
踊
り

　

ふ
る
さ
と
を
満
喫

ー
市
が
募
集
し
た
市
民
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
下
半
期
分
の
企
画
提
案
事
業

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
８
月

�1
日
開
か
れ
ま
し
た
。
応
募
が
あ
っ

た
８
団
体
の
う
ち
３
つ
の
市
民
活
動

団
体
代
表
者
な
ど
が
、
企
画
し
た
計

画
内
容
や
予
想
さ
れ
る
波
及
効
果
な

ど
を
詳
し
く
説
明
。
自
立
意
識
や
そ

の
事
業
に
対
す
る
熱
意
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
今
後
、
審
査
会
で
は

こ
れ
ら
の
内
容
を
総
合
的
に
審
査
し

事
業
の
採
択
な
ど
を
決
定
し
ま
す
。

福
瀬
ク
ラ
ブ
少
年
野
球
部
が
、
北
九

州
市
で
開
か
れ
る
九
州
大
会
へ
の
出

場
報
告
に
８
月
17
日
、
市
長
室
を
訪

れ
、
直
野
拳け
ん
し士

主
将
（
福
瀬
小
６
年
）

が
「
精
一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と

健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。
黒
木
市
長
が

本
市
出
身
、
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

で
活
躍
中
の
青
木
宣の
り
ち
か親

選
手
か
ら
市

に
贈
ら
れ
た
サ
イ
ン
入
り
バ
ッ
ト
を

選
手
た
ち
に
手
渡
す
と
、
か
わ
る
が

わ
る
素
振
り
を
し
て
「
や
っ
ぱ
り
重

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

日
向
市

第
57
回牧

水
祭

■市民が企画提案
　

旅
と
自
然
を
愛
し
、
近
代
短

歌
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た

歌
人
「
若
山
牧
水
」
を
偲
ぶ
牧

水
祭
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

●
と
き　

９
月
17
日
（
月
）

●
と
こ
ろ　

東
郷
町
坪
谷

　

牧
水
生
家
裏
歌
碑
前
及
び

　

牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家

　

※
受
付　

午
前
9
時
�0
分
～

︻
第
１
部　

歌
碑
祭
︼

・
時
間　

午
前
10
時
～

・
場
所　

牧
水
生
家
裏
歌
碑
前

・
内
容　

歌
碑
前
に
お
い
て
短
歌

朗
詠
、
献
酒
、
牧
水
の
短
歌
合

唱
（
坪
谷
中
学
校
生
徒
）

︻
第
２
部　

牧
水
を
偲
ぶ
会
︼

・
時
間　

午
前
10
時
��
分
～

・
場
所　

牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家

・
内
容　

牧
水
祭
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
、
牧
水
の
歌
斉
唱
（
坪

谷
小
学
校
児
童
）

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
文
化
振
興
係
（
☎
内
線

２
８
６
４
）

　

牧
水
の
里
夏
祭
り
（
実
行
委
員
長

小
川
澄
雄
）
が
８
月
11
日
（
土
）、

道
の
駅
と
う
ご
う
を
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
耳
川
活
用
促
進
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
カ
ヌ
ー
体
験
教

室
も
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど

が
カ
ヌ
ー
を
体
験
。
耳
川
の
豊
か
な

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
櫓
や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
た
メ
イ
ン
会

場
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
に
は
日
が
落

ち
る
と
と
も
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、

盆
踊
り
保
存
会
な
ど
の
威
勢
の
よ
い

太
鼓
や
囃は
や
し子
に
浴
衣
姿
な
ど
の
踊
り

子
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
夏
の
夜
を
踊

り
明
か
し
ま
し
た
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
飾
る
大
輪
の
花
火
が
空
を
焦

が
す
と
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約
４
千

人
の
観
客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
帰
省
し
た
参
加
者
は

「
お
盆
に
帰
る
と
き
は
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
、
ふ
る
さ
と
の
夏
の
夜
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

●演題　「よろこびを力に」
●とき　 9 月 �� 日（火）

午後 7:�0 ～ 9:00
（開場 7:00）

●ところ　文化交流センター
  　大ホール
●入場料	無料（要入場整理券）

●入場整理券配布場所
・市内各公立公民館・日向市文化交流セ
ンター・市民課・文化スポーツ課・東
郷町地域自治センター・市立図書館・
サンドーム日向 管理事務所・日向市観
光協会（まちの駅「とみたか」）
●その他　手話通訳、託児室を設けま
　す。（託児は当日受付）小中学生の入場
　は、保護者同伴にてお願いします。

●問い合わせ先
文化スポーツ課文化振興係
  （☎内線 �86�）

日向市体育協会創立50周年記念
第24回

日向市民文化講演会
●講師

 有
ありもり

森 裕
ゆ う こ

子
オリンピック女子マラソン
銀メダリスト 
●講師プロフィール

1966 年岡山県生まれ。
就実高校、日本体育大
学を卒業後、株式会社
リクルート入社。1998
年、スポーツＮＰＯ「ハ
ート・オブ・ゴールド」
設立、代表就任。�00� 年、国連人口基金親
善大使就任。199� 年、バルセロナオリンピ
ックで銀メダルを獲得。1996 年、アトラン
タオリンピックで銅メダルを獲得。
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日
現
在
）
で
あ
る
人
③
市
の
景
観
行

政
に
関
心
が
あ
る
人

●
応
募
方
法　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
、

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
各

支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
用
紙
、
は

が
き
又
は
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い

（
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
記
入
）

●
募
集
期
間　

９
月
３
日
（
月
）
～

９
月
18
日
（
火
）

●
選
任
方
法　

応
募
者
が
２
人
を
超

え
た
場
合
は
、
９
月
21
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
応
募
者
の
中
か
ら
立
会

人
を
選
出
し
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
政
策

課
（
☎
内
線
２
６
１
４
）

m
ach

i@
h
yu

gacity.jp

　

市
は
、
め
で
た
く
結
婚
50
周
年
の

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
を
、
今

後
も
仲
良
く
元
気
に
ご
活
躍
い
た
だ

け
る
よ
う
に
祝
福
す
る
「
金
婚
者
を

お
祝
い
す
る
会
」
を
開
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
ご
夫
妻
は
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象　

昭
和
32
年
４
月
１
日

～
33
年
３
月
31
日
の
間
に
結
婚
し
、

現
在
市
内
に
居
住
す
る
ご
夫
妻

●
と
き　

11
月
27
日
（
火
）
午
前
11

時
30
分
～
午
後
１
時

●
と
こ
ろ　

ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
限　

10
月
31
日
（
水
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ

ん
し
ん
課
（
☎
内
線
２
１
６
８
）

15

　

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
求
職
者
を

対
象
に
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
初

心
者
向
け
の
講
習
で
す
。

●
講
習
期
間　

10
月
18
日
（
木
）
～

11
月
７
日
（
水
）
土
曜
、
日
曜
は
休
み

●
受
講
料　

無
料

●
場
所　

（社）
日
向
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
健
康
な

高
齢
者
（
原
則
と
し
て
就
職
意
欲
の

あ
る
60
歳
台
前
半
層
の
人
）

●
定
員　

20
人

●
募
集
期
間　

９
月
12
日
（
水
）
～

10
月
２
日
（
火
）

●
申
込
・
問
い
合
せ　

（社）
日
向
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
52—

２
２
０
０
）

●
と
き	

９
月
24
日
（
振
替
休
日
）

	

午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

●
と
こ
ろ 

美
々
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
応
募
締
切　

９
月
15
日
（
土
）

※
定
員
１
２
０
人
に
な
り
次
第
締
切

●
問
合
せ　

日
向
市
体
育
協
会

	

（
☎
53—

４
７
９
１
）

●
申
込
先 

・
美
々
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
☎
58—

１
１
４
０
、　

58—

０
５
４
８
）

・
日
向
市
体
育
協
会

（
☎
53—

４
７
９
１
、　

56—

０
０
１
８
）

※
日
向
シ
ー
サ
イ
ド
GC
、
サ
ン
エ
ー

ス
GC
、
本
谷
GG
窓
口
で
も
申
込
み
で

き
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
県
土

木
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
児
者
の
問
題
に
つ
い
て
の

理
解
と
認
識
を
深
め
障
が
い
児
者
福

祉
の
増
進
の
た
め
に
、「
日
向
市
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
き
ま
す
。

　

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
出
展
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
23
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
及
び
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

ジ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
の
風
船
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
各
施
設
・

団
体
の
唄
、
ダ
ン
ス
、
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

市
障
が
い
者
セ

ン
タ
ー
内
同
実
行
委
員
会
（
☎
52—

５
４
３
４
）（　

52—

５
４
６
０
）

　

日
向
市
体
育
協
会
は
、
市
民
の
体

力
向
上
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
32
年
４

月
に
発
足
し
、
本
年
で
創
立
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
に
、

記
念
式
典
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

終
了
後
に
は
、
市
民
文
化
講
演
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
（
13
Ｐ
参
照
）

●
と
き　

９
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
７
時

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

日
向
市
体
育
協
会
功
労
者

の
表
彰
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
体
育
協
会

（
☎
53—

４
７
９
１
）

　

ひ
ま
わ
り
基
金
事
業
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
学
習
活
動
支
援
事
業
」
を

廃
止
し
、
公
益
的
な
市
民
活
動
団
体

が
取
り
組
む
、
ま
ち
づ
く
り
（
環
境

美
化
、
防
犯
、
防
災
、
住
民
間
交
流

な
ど
）、
人
づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
、

学
習
活
動
な
ど
の
事
業
に
対
し
て
助

成
す
る
「
市
民
活
動
助
成
事
業
」
を

新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。

　

助
成
金
の
額
は
、
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
助
成
対
象
経
費

の
２
分
の
１
と
し
、
１
事
業
当
た
り

10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
助
成
金
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
随
時
受
付
け
た
後
、
速
や
か
に

採
択
を
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
申
請

を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
要
件
な
ど

①
地
域
社
会
に
直
接
還
元
さ
れ
る
公

益
性
の
あ
る
事
業
、
ま
た
は
広
く
一

般
市
民
に
公
開
さ
れ
る
事
業
で
あ
る

こ
と
。

②
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ
る

こ
と
。

③
市
か
ら
同
様
の
助
成
、
補
助
を
受

け
て
い
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と
。

④
助
成
金
の
申
請
は
１
団
体
、
当
該

年
度
１
回
限
り
。
事
業
を
実
施
す
る

１
か
月
前
ま
で
申
請
を
行
う
こ
と
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
協
働

課
（
☎
内
線
２
８
５
３
）

　

市
は
、
第
28
回
日
向
市
美
術
展
覧

会
を
開
き
ま
す
。
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
、

書
、
写
真
、
工
芸
・
彫
刻
の
各
部
門

に
幅
広
く
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

平
成
20
年
１
月
19
日
（
土
）

～
１
月
27
日
（
日
）

●
会
場　

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

●
作
品
受
付
、
搬
入
日　

１
月
15
日

（
火
）、
16
日
（
水
）

　

出
品
票
（
事
務
局
備
え
付
け
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
と

あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

文
化
振
興
係
（
☎
内
線
２
８
６
４
）、

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
54

—

６
１
１
１
）

　
「
日
向
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る

会
」
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な

い
人
が
交
流
す
る
旅
行
の
参
加
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
旅
行
日　

11
月
11
日
（
日
）

●
行
き
先　

宮
崎
市
「
こ
ど
も
の
国
」

●
交
通
手
段　

Ｊ
Ｒ
（
貸
切
列
車
）

●
定
員　

１
０
０
人

●
募
集
対
象　

障
が
い
児
者
（
介
護

者
を
含
む
）
と
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
参
加
費　

と
も
に
３
、０
０
０
円

日向市のホームページアドレス　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

　

ふ
だ
ん
何
か
収
入
に
な
る
仕
事
を

し
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
就
業
に

関
す
る
希
望
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て

今
後
の
施
策
に
生
か
し
「
働
く
未
来

を
考
え
る
」
た
め
に
10
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
就
業
構
造
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
日
向
市
で
は
無

作
為
に
抽
出
し
た
約
５
０
０
世
帯
、

１
２
０
０
人
が
調
査
対
象
と
な
り
ま

す
。
８
月
下
旬
か
ら
調
査
対
象
世
帯

に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課
統
計

係
（
☎
内
線
２
４
６
４
）

　

宮
崎
県
で
は
、
郷
土
の
美
し
い
自

然
や
街
並
み
を
守
る
た
め
、「
宮
崎
県

屋
外
広
告
物
条
例
」
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
「
屋
外
広
告
物
」
と
は
、
は
り
紙
や

お
店
の
看
板
、
道
路
沿
い
の
広
告
板

な
ど
、
建
物
の
外
に
表
示
、 

設
置
さ

れ
て
い
る
広
告
物
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
お
店
の
看
板
な
ど
屋
外
広
告
物

を
出
す
と
き
は
、
原
則
と
し
て
許
可

が
必
要
で
す
。

　

美
し
い
風
景
を
守
る
た
め
に
、
屋

外
広
告
物
の
表
示
や
設
置
が
で
き
な

い
場
所(

地
域)

が
あ
り
ま
す
。
屋

外
広
告
物
は
、
街
の
風
景
で
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
す
て
き
な
街

お
知
ら
せ

●
募
集
締
切　

９
月
30
日
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
障
が
い

者
セ
ン
タ
ー
（
☎
52—

５
４
３
４
）（　

52—

５
４
６
０
）、
日
向
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
52

—

２
５
７
７
）（　

52—

９
５
６
２
）、

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
☎
内
線

２
１
７
１
）（　

54—

４
３
５
０
）

　

市
は
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
募
集

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
業
務
内
容　

聴
覚
障
が
い
者
な
ど

が
公
的
機
関
や
病
院
へ
出
か
け
る
と

き
な
ど
の
筆
記
通
訳

●
応
募
資
格　

要
約
筆
記
奉
仕
員
養

成
講
座
基
礎
課
程
修
了
者
及
び
前
記

と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
人

●
報
酬
（
時
給
）
平
日
１
、３
０
０
円

　

土
日
祝
日
１
、７
０
０
円

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
（
☎
内
線
２
１
７
１
）

　

市
は
、
景
観
基
本
計
画
の
策
定
及

び
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
、
日
向

市
景
観
審
議
会
委
員
を
広
く
市
民
か

ら
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

２
人
（
男
女
各
１
人
）

●
任
期　

平
成
19
年
９
月
下
旬
～　

　

平
成
21
年
９
月
下
旬
の
２
年
間

●
応
募
資
格　

①
市
内
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
で
、
既
に
３
ヶ
月
以

上
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
②
年
齢

が
満
20
歳
以
上
（
平
成
19
年
４
月
１

募　

集

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
を
支
援

市
民
活
動
助
成
事
業
募
集

９
月
23
日
、
２
０
０
７
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開
き
ま
す

守
っ
て
い
ま
す
か
？

宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例

日
向
ひ
ま
わ
り
号
で「
こ
ど

も
の
国
」に
行
き
ま
せ
ん
か
？

日
向
市
美
術
展
覧
会

作
品
を
募
集
し
ま
す

日
向
市
景
観
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

要
約
筆
記
奉
仕
員
募
集

金
婚
者
を
お
祝
い
す
る
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
講
習

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
体
育
協
会
創
立
50
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

体
育
協
会
創
立
50
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
を
開
催

介護保険に係る要介護等認定申請者の自宅
や介護保険施設などを訪問し、認定審査に
必要な心身の状況などの調査を行っていた
だきます。

◎採用期間（再任可）
平成 20 年１月１日〜3  月 31 日
平成 20 年４月１日〜2 1 年 3 月 31 日
◎勤務時間　月曜日から金曜日までの
午前９時から午後４時まで（ただし、
祝日を除く）◎募集人員  若干名　◎
報酬 基本月額 18 万円（別途調査旅費
加算あり）◎福利厚生　健康保険、厚
生年金、雇用保険加入

業務内容、勤務形態など

◎次の要件をすべて満たしていること。
（1）日向市に住所を有すること。（2）
医師、歯科医師、薬剤師、看護師、准看
護師、保健師、理学療法士、作業療法士、
社会福祉士、介護福祉士などの保健、医
療、福祉の専門的資格及び実務経験を有
すること、または介護支援専門員の資格
を有すること。（3）健康で介護認定調
査事務に適すると認められること。（4）
普通自動車の免許を有し、調査に使用で
きる自家用車を有していること。

介護認定調査員募集
問い合わせ  高齢者あんしん課
　　　　　 介護保険係（☎内線 2193）

募集要件

募集要領

◎提出書類　市販の履歴書に写真を貼
付し持参してください。郵送不可。
◎提出先   高齢者あんしん課介護保険係
◎選考方法　書類で一次選考し、合格
者のみに通知を行います。二次選考は
後日面接にて決定します。

※詳しくは、各担当課へお問い合わせください。

募集期間

10月 10日から 10月 31日まで

国民健康保険被保険者世帯を訪問して、国
民健康保険税の収納や納税指導、口座振替
加入指導などを行っていただきます。
◎採用期間　a.b 各１人（再任可）
a.   平成19年11月1日～20年3月31日

  平成 20 年 4 月 1 日～ 21 年 3 月 31 日
b.  平成 20 年 1 月 4 日～ 20 年 3 月 31 日

平成 20 年 4 月 1 日～ 21 年 3 月 31 日
◎勤務時間 月曜日から金曜日までの午
前 9 時から 1 日 6 時間程度（ただし、
祝日を除く）◎募集人員 上記 a. ｂ採
用期間各 1 人 ◎報酬  基本月額 8 万円、
別に納税指導、収納額などに応じ加算
額あり。◎福利厚生 雇用保険、健康保
険、厚生年金加入

業務内容、勤務形態など

◎次の要件をすべて満たしていること。
（1）日向市に住所を有すること。（2）
平成 19 年 4 月 1 日現在で 35 歳以上
60 歳未満の人（3）健康で国民健康保
険税の収納、指導事務に適すると認め
られる人（4）原動機付自転車または普
通自動車の免許を所有し、訪問指導な
どに使用できる原動機付自転車または
自動車を保有していること。

国保税収納嘱託員募集
問い合わせ  健康づくり課
　　　　　 保険税係（☎内線 2121）

募集要件

募集要領

◎提出書類　市販の履歴書に写真を貼
付し持参してください。郵送不可。
◎提出先   健康づくり課保険税係
◎選考方法　書類で一次選考し、合格
者のみに通知を行います。二次選考は
後日面接にて決定します。

募集期間

9月 18日から 10月 5日まで

日向入郷地域介護認定審査会における審査
資料の内容確認、振り分け作成及び配布、
審査会の審議運営に関する業務などを行っ
ていただきます。

◎採用期間（再任可）
平成 20 年１月１日〜3  月 31 日
平成 20 年４月１日〜2 1 年 3 月 31 日
◎勤務時間　月曜日から金曜日までの
午前９時から午後４時まで（ただし、
祝日を除く）◎募集人員 若干名　◎報
酬 基本月額 14 万 6 千円　◎福利厚生
健康保険、厚生年金、雇用保険加入

業務内容、勤務形態など

◎次の要件をすべて満たしていること。
（1）日向市に住所を有すること。（2）
医師、歯科医師、薬剤師、看護師、准看
護師、保健師、理学療法士、作業療法士、
社会福祉士、介護福祉士等の保健・医療・
福祉の専門的資格及び実務経験を有す
ること、または介護支援専門員の資格を
有すること。（3）健康で、審査会の審
議運営に適すると認められること。（4）
普通自動車の免許を有すること。

介護認定審査会嘱託員
問い合わせ  高齢者あんしん課
　　　　　 介護保険係（☎内線 2193）

募集要件

募集要領

◎提出書類　市販の履歴書に写真を貼
付し持参してください。郵送不可。
◎提出先   高齢者あんしん課介護保険係
◎選考方法　書類で一次選考し、合格
者のみに通知を行います。二次選考は
後日面接にて決定します。

募集期間

10月 10日から 10月 31日まで
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■
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支

所
で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
25
日
で
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

納期限内に納めましょう
固定資産税	 ３期
国民健康保険税	４期
水利地益税	 １期
（納期　9 月 1 日〜 10 月 1 日）
（口座振替日　　　 9 月 25 日）

税の納期

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

相 談 日 程
■
行
政
相
談

と　

き　

９
月
19
日
（
水
）

10

：

00
～
15

：

00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談(

☎
要
予
約)

と　

き　

９
月
20
日
（
木
）

10

：

00
～
15

：

00

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

予
約
先　

市
民
課
市
民
相
談
係

　
　
　
　

(

☎
内
線
２
１
４
０
）

＊　
　
　

＊

と　

き　

９
月
19
日
（
水
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

予
約
先　
（
☎
69—

２
２
０
９
）

■
年
金
巡
回
相
談

と   

き　

９
月
26
日
（
水
）

10

：
00
～
15

：

00

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
が
い
及
び
難
病
者
相
談

と   

き　

９
月
９
日
（
日
）

10

：

00
～
12

：

00

と
こ
ろ　

障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

	
(

☎
52—

５
４
３
４)

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

９
月
19
日
（
水
）

10

：

00
～
12

：

00

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き
（
月
、
火
、
木
、
金
）　

13

：

00
～
16

：

00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
55—

１
６
６
０
）

■
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　

巡
回
相
談(

☎
要
予
約)

と　

き　

９
月
10
日
（
月
）

10

：

30
～
16

：

00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

予
約
先　

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
８
５—

29—

８
５
４
４
）

下 水 問 題

別
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
郵

送
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
せ

日
向
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

田
中
勝
代 　

８
８
３—

０
０
３
４

日
向
市
富
高
６
４
２
４—

１
３

（
☎
53—

３
２
５
１
）

■
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　

初
心
者
教
室
参
加
者
募
集

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
（
新
卓
球
）

は
幅
広
い
年
齢
層
が
楽
し
め
る
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

●
と
き　

10
月
３
日
～
10
月
31
日

毎
週
水
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

　

体
力
テ
ス
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
腕

力
や
柔
軟
性
な
ど
全
８
種
目
で
そ

の
身
体
能
力
、
体
力
を
競
い
合
い

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
№
１
を
決
定
す

る
「
マ
ッ
ス
ル
ラ
ン
キ
ン
グ
決
定

戦
」。
総
合
優
勝
を
目
指
し
体
力

に
自
信
の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
分
の
体

力
を
測
定
し
て
み
た
い
人
な
ど
、

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

終
了
後
は
、
誰
で
も
手
軽
に
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
と
き	

10
月
８
日
（
体
育
の
日
）

	

午
前
９
時
〜　

※
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

	

午
後
１
時
～
３
時

●
と
こ
ろ　

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

●
定
員　

先
着
50
人
（
居
住
地
、

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
参
加
料　

無
料

●
募
集
期
間　

９
月
３
日
（
月
）

～
９
月
20
日
（
木
）

■
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

初
心
者
教
室
参
加
者
募
集

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
を
ま
だ
始
め
た
ば

か
り
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い

人
、
こ
れ
か
ら
始
め
て
み
た
い
人

な
ど
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
２
日
～
12
月
４
日

毎
週
火
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
７

時
30
分
～
９
時
30
分

●
と
こ
ろ　

市
体
育
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

30
人
程
度

●
参
加
料　

無
料

●
募
集
締
切　

９
月
25
日
（
火
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
申
込
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
性

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

　

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

●
と
こ
ろ　

市
体
育
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

15
人
程
度

●
参
加
料　

無
料

●
募
集
期
間　

９
月
10
日
（
月
）

～
９
月
27
日
（
木
）
ま
で

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
申
込
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
、

郵
送
も
し
く
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
せ

日
向
市
卓
球
協
会　

宮
口
政
廣

　

８
８
３—

０
０
３
４

日
向
市
富
高
６
４
４
６—

４

（
☎
／　

53—

４
１
０
１
）

■悠々パス発行日程表（1 内線 2169）

ス ポ ー ッ
■

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
53—

４
７
９
１
）

（　

56—
０
０
１
８
）

（　

b
u
n
ka@

h
yu

gacity.jp

）

■
９
月
10
日
は

 

「
下
水
道
の
日
」
で
す

数
え
て
）
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
下
水
道
の
目
的
と
役
割

　

下
水
を
衛
生
的
に
処
理
し
、
浸

水
か
ら
ま
ち
を
守
り
、
川
や
海
の

汚
れ
を
防
ぐ
の
が
下
水
道
の
使
命

で
す
。
下
水
道
は
私
た
ち
の
生
活

や
事
業
活
動
に
使
わ
れ
て
汚
水
と

な
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
再

び
自
然
へ
か
え
し
た
り
、
処
理
し

た
水
を
工
業
用
水
な
ど
に
利
用
す

る
な
ど
、
水
の
循
環
の
中
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

●
接
続
は
お
早
め
に

　

下
水
道
法
で
は
、「
遅
滞
な
く

排
水
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
で
、
ま
だ
未
接
続
の

世
帯
は
、
水
の
環
境
、
土
の
環
境

を
守
る
た
め
、
一
日
も
早
く
下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

　

台
所
な
ど
か
ら
の
、
野
菜
く
ず
、

紙
、
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
、
ま
た

油
類
、
酸
類
、
高
温
排
水
な
ど
は
、

絶
対
に
流
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
も
の
が
、
排
水
管
に

詰
ま
っ
た
り
排
水
管
を
損
傷
さ
せ

た
り
す
る
と
下
水
道
が
使
用
で
き

な
く
な
り
下
水
の
処
理
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
。

　

 

特
に
飲
食
店
な
ど
を
経
営
さ

れ
て
い
る
人
は
、
グ
リ
ー
ス
ト

ラ
ッ
プ
（
油
水
分
離
槽
）
の
適
正

な
維
持
管
理
、
定
期
的
な
清
掃
に

つ
い
て
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
で
も
、
使
用

済
み
の
油
は
、「
固
め
る
・
吸
わ

せ
る
・
吸
着
さ
せ
る
」
処
理
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
油
で
汚
れ
た
食

器
を
洗
う
前
に
は
、
紙
な
ど
で
油

を
拭
き
取
る
な
ど
、
台
所
か
ら
の

油
の
排
出
に
つ
い
て
は
特
に
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
下
水
道
の
日
」
は
、昭
和
36
年
、

著
し
く
遅
れ
て
い
る
わ
が
国
の
下

水
道
の
全
国
的
な
普
及
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
下

水
道
を
所
管
す
る
建
設
省
（
現

：

国
土
交
通
省
）な
ど
が
協
議
し「
全

国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。

　

９
月
10
日
と
定
め
ら
れ
た
の

は
、
下
水
道
の
大
き
な
役
割
の
ひ

と
つ
「
雨
水
の
排
除
」
を
念
頭
に
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
２
１
０
日

を
過
ぎ
た
２
２
０
日
（
立
春
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
業
務
係

（
☎
内
線
２
６
２
２
）

マ
ッ
ス
ル
ラ
ン
キ
ン
グ

決
定
戦
！
参
加
者
募
集

郷土の文化財を
訪ねて　　   ⑮

や
中
村
主
計
、
千
葉
郁
太
郎
の
３

人
は
細
島
で
薩
摩
藩
士
に
殺
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
正
法
寺
年
中
日
誌
」
に
よ
れ

ば
、
３
人
の
死
体
は
細
島
の
「
古

嶋
磯
の
端
」
で
発
見
さ
れ
、
付
近

に
「
黒
田
家
臣
…
赤
心
報
国
…
海

賀
直
求
」
と
書
か
れ
た
布
や
草
履
、

羽
織
な
ど
が
置
い
て
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

ま
た
、
現
場
に
駆
け
つ
け
た
長

谷
川
孝
平
と
い
う
役
人
は
、
検
死

調
書
に
「
こ
の
一
件
は
怪
談
も
の

と
見
受
け
候
」
と
書
い
て
お
り
、

事
件
の
真
相
を
解
明
す
る
の
は
難

　

文
久
２
年
（
１
８
６
２
年
）
４

月
、
京
都
伏
見
の
船
宿
「
寺
田
屋
」

で
は
、
徳
川
幕
府
に
不
満
を
も
つ

薩
摩
藩
士
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
勤
王
志
士
た
ち
と
ク
ー
デ
タ

ー
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
京
都
に

い
た
島
津
久
光
（
薩
摩
藩
主
島
津

忠
義
の
父
）
は
、
藩
士
た
ち
の
計

画
を
知
り
、
寺
田
屋
に
使
者
を
送

っ
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
中
止
さ
せ
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
藩
士
た
ち
が

説
得
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

乱
闘
と
な
り
、
６
人
が
死
亡
、
２

人
が
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
「
寺
田
屋
騒
動
」
と
い

わ
れ
る
有
名
な
事
件
で
す
。

　

ク
ー
デ
タ
ー
に
加
わ
ろ
う
と
し

た
志
士
た
ち
は
、
島
津
久
光
の
使

者
に
捕
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
に

送
り
帰
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
に
は

薩
摩
藩
士
と
と
も
に
鹿
児
島
へ
連

行
さ
れ
た
藩
士
も
い
た
よ
う
で

す
。

　

薩
摩
藩
の
一
行
は
４
月
27
日
に

船
で
大
阪
を
出
発
、
鹿
児
島
へ
向

か
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
い
た

秋
月
藩
（
黒
田
家
）
の
海
賀
宮
門

■
黒
田
家
臣
の
墓

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

し
い
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

３
人
が
、
い
っ
た
い
何
の
た
め

に
、
だ
れ
の
手
で
殺
さ
れ
た
の
か

は
判
明
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
３

人
の
墓
は
「
幕
末
勤
王
家
海
賀
宮

門
外
二
士
の
墓
」（
通
称
・
黒
田

の
家
臣
の
墓
）
と
し
て
、
県
指
定

の
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

細
島
・
御
鉾
ケ
浦
か
ら
車
で
２

〜
３
分
、
陸
続
き
の
島
に
あ
る
三

士
の
墓
に
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一

度
、
お
出
か
け
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？

歴 史 探 訪

油
が
主
な
原
因
で
下
水
道
の
本
管
が
詰
ま
り

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
付
近
ま
で
汚
水
が
溢
れ
た
も
の

幕
末
勤
王
家
海
賀
宮
門
外
二
士
の
墓

■
青
少
年
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　

毎
週 

火
〜
金
曜
日

９

：

00
～
16

：

00

対　

象　

幼
児
、
小
・
中
・
高
校
生
、

　
　
　
　

青
少
年
な
ど

と
こ
ろ　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
☎
54—

８
１
８
１
）



1819

	 人　口	 62,990	 人	 〈 ー3 〉
	 男	 29,623	 人	 〈 ー12 〉
	 女	 33,367	 人	 〈 ＋9 〉
	 世帯数	 24,321	 世帯	 〈 ＋30 〉

	転　入	 166 人	 転　出	 153 人
	出　生	 44 人	 死　亡	 60 人
	 面　積　	 		 336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

矢野　和
わ か な

奏ちゃん
( 江良 )

小松　龍
りゅうき

輝ちゃん
( 往還 )

市役所は☎ 52 － 2111・東郷町地域自治センターは☎ 69 － 2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

〈
さ
〉

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

～止まって確認！無事故に挑戦～

６月中の交通事故
	人身事故	 死亡	 負傷者	 物損事故
　30 件	 0 人	 36 人	 120 件
	（ー 13）	 （0）	 （ー 23）	（＋ 22）

日向市の人口と世帯（現住人口）
　含む外国人登録者／ H19.8.1 現在

　

９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
。

　

ま
た
、
９
月
24
日
か
ら
30
日
ま

で
は
「
結
核
予
防
週
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
は
、

ま
ず
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

り
、
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
自

覚
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
日
頃
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
と
と
も
に
健
（
検
）
診

を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
集
団
検
診
の
会
場
な
ど
は
今
月

号
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
向
地
区
の
結
核
検
診

日
程
な
ど
は
広
報
ひ
ゅ
う
が
10
月

号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
か
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

②
毎
日
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
し

ま
し
ょ
う
。

③
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
控

え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ

う
。

⑤
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
食
物
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と

繊
維
質
を
多
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱

す
ぎ
る
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら
食

べ
ま
し
ょ
う
。

⑧
焦
げ
た
部
分
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

⑨
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

⑩
日
光
に
当
た
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑪
適
度
に
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑫
体
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
生
き
て
い
る
私
た
ち

が
、
ま
っ
た
く
が
ん
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
無
理
と
し

て
も
、
あ
る
程
度
は
こ
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
常
の
生
活
の
中
で

で
き
る
だ
け
が
ん
の
原
因
と
な
る

よ
う
な
こ
と
を
追
放
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
、「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
か

条
」
で
す
。

　

こ
の
12
か
条
を
積
極
的
に
実
行

す
れ
ば
、
が
ん
の
約
60
％
（
禁
煙

で
30
％
、
食
生
活
の
工
夫
な
ど
で

さ
ら
に
30
％
）
が
防
げ
る
だ
ろ
う

と
専
門
家
た
ち
は
考
え
て
い
ま

す
。
一
見
、
ど
れ
も
平
凡
に
思
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
統
計
や

実
験
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
ら
れ
て

お
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
12
か
条
は
、
と
り
た
て
て

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

日
常
生
活
の
中
で
少
し
だ
け
気

を
つ
け
れ
ば
、
誰
に
で
も
で
き
る

簡
単
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

今
ま
で
無
頓
着
だ
っ
た
日
ご
ろ

の
生
活
態
度
を
こ
れ
を
機
会
に
総

点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
が
ん
の
原
因
と
な
る

よ
う
な
こ
と
を
遠
ざ
け
て
、
明
る

い
健
康
な
生
活
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。

健 康 家 族 道 駅 探 検
■
健
康
づ
く
り
の
主
役
は

　

あ
な
た
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
４
）

（　

56—

１
４
２
３
）

道
の
駅 

と
う
ご
う

■問い合わせ
日向サンパーク温泉

「お舟出の湯」まで。
☎ 56 － 3800
●営業時間
午前 10 時～午後 10 時
●９月の休館日

３日（月）１８日（火）
※第３月曜日は通常通り営
業します。

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
※ QR コード対応の携帯電話をお
持ちの人は、下のコードを読み取
ると簡単にアクセスすることがで
きます。

お月見御膳
1,250 円から

舟出の海を眺めな
が ら ９ 月 限 定 の

「お月見御膳」はいかが
でしょう。とても贅沢な
ミニ会席風になっていま
すので、秋の涼風に吹
かれながらゆったりと、
とても幸せな気分に浸
って楽しめる一品です。
ぜひ、ご賞味ください。

お

■
お
舟
出
の
湯

　

９
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

●
今
月
の
定
期
寄
席

　

９
月
８
日
（
土
）
13
時
30
分
～

●
敬
老
の
日
特
別
企
画

　

９
月
17
日
（
月
）

　

65
歳
以
上
の
方
入
館
料
半
額

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
パ
ッ
ク

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＋
弁
当

　

＋
温
泉
入
浴
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
）

お
１
人
さ
ま
料
金
１
、２
８
０
円
～

※
そ
の
他
20
名
さ
ま
以
上
の
場

合
、
賞
品
付
き
の
サ
ン
パ
ー
ク
お

ま
か
せ
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・T
A
B
E
T
E
N
N
A
I

レ
ス
ト
ラ
ン
潮し

お

ね音
情
報

道
の
駅 

日
向

■問い合わせ
東郷町ふるさと公社
☎ 68 － 3072
●開館時間
午前 8 時 30 〜
　　　　　午後 6 時
●休館日　年末年始のみ
◎ふるさと市場
毎週 水・土・日 祝日
午前７時～午後５時

イタリアンジェラート
ジェラート（ラムネ、マンゴーミルクなど数種類）　250 円
ソフトクリーム（バニラ、メロン、ミックス）　　　250 円

まだまだ残暑が続き
ますが、やはり暑

い時は冷たいものが一番
ですね。道の駅とうごう
内物産センター「詩季彩」
では、おいしいソフトク
リームとジェラートを販
売しています。ぜひ一度
ご賞味ください。

■
物
産
セ
ン
タ
ー
詩し
き
さ
い

季
彩

　

奥
日
向
の
ド
ラ
イ
ブ
の
拠
点
と

し
て
、
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
、
レ

ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
店
内
で
は
、

季
節
感
た
だ
よ
う
東
郷
産
、
山
の

幸
な
ど
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
物

産
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

海の見えるレストラ
ンでお食事をしませ
んか？

サービスの内容
を随時更新して
います！どうぞ
ご覧ください。

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
９
月
７
日
（
金
）

　
　
　

９
月
28
日
（
金
）

対
象
／
平
成
19
年
６
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
９
月
12
日
（
水
）

対
象
／
平
成
19
年
２
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
９
月
11
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
８
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
９
月
13
日
（
木
）

対
象
／
平
成
18
年
２
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
９
月
５
日
（
水
）

対
象
／
平
成
16
年
２
月
生
ま
れ

【
受
付
時
間
】

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
45
分
～
１
時
15
分

・
３
か
月
児

　

午
後
１
時
～
１
時
15
分

・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
～
10
時

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

　

散
歩
や
運
動
会
の
練
習
な
ど
、

外
出
の
多
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
今
、
履
か
せ
て
い
る
靴
は
子

ど
も
の
足
に
合
っ
て
い
ま
す
か
？

　

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
も
の
で

す
。
１
～
２
歳
の
頃
は
、
３
ヶ
月

に
１
回
、
３
歳
以
上
は
６
ヶ
月
に

１
回
は
少
な
く
と
も
靴
の
サ
イ
ズ

は
見
直
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
足
は
指
先
が
広
く
な

っ
て
い
て
、
ま
だ
土
踏
ま
ず
が
し

っ
か
り
と
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

足
の
機
能
が
発
達
し
て
い
く
大

切
な
時
期
に
足
に
合
わ
な
い
靴
を

履
い
て
い
る
と
、
発
達
を
阻
害
し
、

変
形
し
た
り
、
偏
平
足
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
の
足
を
守
る
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　

□
つ
ま
先　

靴
の
先
が
扇
状
に
広

が
り
、
適
度
に
反
り
上
が
っ
て
い

る
も
の
、
補
強
し
て
あ
る
も
の
を

選
ぶ
。

□
靴
底　

し
っ
か
り
し
て
い
て
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
る
も
の
、
足

の
指
の
曲
が
る
部
分
で
靴
底
も
曲

が
る
も
の
を
選
ぶ
（
真
ん
中
で
曲

が
る
靴
は
柔
ら
か
す
ぎ
て
、
歩
き

に
く
い
）。

□
固
定
性　

足
首
を
包
み
込
む
深

さ
が
あ
る
か
を
確
か
め
る
（
特
に

３
歳
児
ま
で
）。
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー

プ
な
ど
で
調
節
可
能
で
、
素
早
く

履
か
せ
ら
れ
、
固
定
で
き
る
も
の

を
選
ぶ
。

□
か
か
と　

堅
く
て
し
っ
か
り
し

て
い
る
も
の
を
選
ぶ
。

□
サ
イ
ズ　

つ
ま
先
と
靴
の
間
に

５
㎜
～
１
㎝
ほ
ど
の
余
裕
が
あ
る

も
の
を
選
ぶ
。

□
そ
の
他　

子
ど
も
の
足
は
汗
を

た
く
さ
ん
か
く
た
め
、
吸
湿
性
、

通
気
性
の
良
い
も
の
を
選
ぶ
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、自
分
で
は
「
足

が
痛
い
」「
ち
ょ
っ
と
こ
こ
が
き

つ
い
」
な
ど
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

デ
ザ
イ
ン
、
か
わ
い
さ
よ
り

も
機
能
優
先
で
靴
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

子
ど
も
の
足
の
成
長
に

靴
は
合
っ
て
い
ま
す
か
？

chec
k

poin
t

子
ど
も
の
靴
選
び

　

□
ポ
イ
ン
ト

▼
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
。
今
年
は
舞
台
裏
か
ら

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
た
っ
ぷ
り
楽
し
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
▼
後
片
付
け
の
真
っ
最
中
、
偶

然
、
実
行
委
員
長
と
事
務
局
〈
な
〉
の
二
人

の
固
い
握
手
の
現
場
に
遭
遇
。
通
り
す
が
り

の
カ
メ
ラ
オ
ヤ
ジ
も
疲
れ
を
忘
れ
る
く
ら
い

晴
れ
や
か
な
い
い
光
景
で
し
た
▼
過
去
最
多

の
踊
り
手
や
沿
道
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
観
衆
、

そ
し
て
２
０
０
名
を
越
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

踊
る
も
良
し
、
観
る
の
も
良
し
、
支
え
る
の
も

良
し
。
い
ろ
ん
な
参
画
の
か
た
ち
で
楽
し
む
。

き
っ
と
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
何
か
が
生
ま

れ
た
は
ず
で
す
▼
さ
て
、
10
月
か
ら
始
動
す
る

日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。
今
月

は
新
し
い
子
育
て
支
援
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま

す
▼
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
。
ま
ず
は
気
軽
に
ひ

と
つ
の
輪
、
つ
ど
い
の
広
場
た
ん
ぽ
ぽ
き
っ
ず

を
覗の
ぞ

い
て
み
て
は

ー
。
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北は北海道、南は鹿児島まで、全国から過去最多約
1500 人ものひょっとこ踊り愛好者が集った 2007
日向ひょっとこ夏祭り。表紙写真は、パレードに華
を添えた、県内の国際交流員や英語指導助手 11 人で
結成されたユニット「じぇっとこ連」。（11p 関連）パ
レード終盤、無理を承知でお面を上げてもらいました。

来年もまた、日向ひょっとこで逢いましょう。
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